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 株価とドル／円は上昇の勢いは弱まっていますがリスクオン相場は続いています。 

ＦＯＭＣなどがあるので米国の金融政策の行方がドルの動きに影響しそうです。 

株については、米国の決算発表などが続くためＮＹダウがどこまで値を伸ばせるかに注目

したいです。 

 ポンドは、引き続きＥＵ離脱問題で乱高下するリスクがありそうです。 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は値が重く、好材料に対しても反応が鈍くなっています。 

１１０円あたりで何度も頭打ちとなっていますが１１０円を超えれば、さらに上値を伸ば

していきそうです。 

 下値は１０９円台を割り込んでも１０８円台を維持できれば堅調な動きが続きそうです。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円も上昇が続いているので、もう一段高は期待できそうです。 

ポンドは、１４６円あたりまでは値を伸ばす可能性がありますが急落リスクも想定して慎

重にトレードしたいです。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では日銀・金融政策決定会合議事要旨、鉱工業生産などがあります。 

米国ではＡＤＰ雇用統計、１０－１２月期ＧＤＰ（速報値）、ＦＯＭＣ政策金利、個人支出、

シカゴ購買部協会景気指数、雇用統計、ＩＳＭ製造業景況指数、ミシガン大学消費者信頼

感指数などが発表されます。 

欧州ではドイツとユーロ圏で消費者物価指数、ドイツで小売売上高、ユーロ圏で１０－１

２月期ＧＤＰ（速報値）などがあります。 

 他には、カナダで１１月ＧＤＰの発表があります。 


